




































































る値は高値をとる傾向にあった。 2，4時間保存群で抗ET・1抗体を投与したところ， AST. ALT値は非
投与群に比べ低下する傾向にあったが，なお高値を示していた。一方， 4， 8時間保存群でET..受容体措
抗剤 (BQ・485)を投与したところ， AST， ALT値は非投与群に比べ有意に低値を示していた。 8時間保
存群で移植60分後の肝組織内P02湿度を測定したところ，非投与群に比べ.P02濃度は有怠に上昇し正
常ラット肝と|可程度の値まで回復していたc
以上の研究成果は肝移植後の肝機能障害の一部に移植後に出現するET・1による肝内門脈枝の狭小化に
伴う血流障害が関与することを明らかにしさらに抗ET-l抗体， ETA受容体措抗剤ことに後者の投与の
有効性を示唆したもので，肝移植研究分野での貢献が少なくないと考えられる。よって博士(医学)の学
伎を授与されるに値するものと判定された。
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